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○
民
事
関
係
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
等
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
抄
）

第
十
七
章

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等

第
一
節

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

第
一
条

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
第
八
号
中
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
記
載
し
た
書
面
」
を
「
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
」
に
、
「
第
五
十
八
条

ノ
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
一
項
又
は
第
五
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
記
載
し
た
書
面
」
を
「
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
次
項
に
お
い
て
「
書

面
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
書
面
」
を
「
書
面
等
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
か
ら
第
十
四
条
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
決
定
書
」
を
「
電
子
決
定
書
（
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律

第
百
九
号
）
第
百
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
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を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
非
電
磁
的
事
件
記
録
の
閲
覧
等
）

第
十
九
条

保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
非
電
磁
的
事
件
記
録
（
事
件
の

記
録
中
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
事
件
記
録
を
除
い
た
部
分
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
閲
覧
若
し
く

は
謄
写
又
は
そ
の
正
本
、
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
非
電
磁
的
事
件
記
録
中
の
録
音
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定

の
事
項
を
記
録
し
た
物
を
含
む
。
）
に
関
し
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
の
許
可

を
得
て
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
物
の
複
製
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
方
は
、
保
護
命
令
の
申
立
て
に
関
し
口
頭
弁
論
若
し
く
は
相
手
方
を
呼
び
出
す

審
尋
の
期
日
の
指
定
が
あ
り
、
又
は
相
手
方
に
対
す
る
保
護
命
令
の
送
達
が
あ
る
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

民
事
訴
訟
法
第
九
十
一
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
電
磁
的
事
件
記
録
の
閲
覧
等
）

第
十
九
条
の
二

保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
磁
的
事
件
記
録
（
事
件
の
記
録
中
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
の
使
用
に
係

る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

さ
れ
た
事
項
に
係
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
内
容
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ

り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
電
磁
的
事
件
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
裁

判
所
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
手
続
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子

情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
る
複
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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３

保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
電
磁
的
事
件
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官

が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
書
面
の
内
容
が
電
磁
的
事
件
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当
該
事
項
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
裁

判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
電
磁
的
記
録
の
内
容
が
電
磁
的
事
件
記
録
に
記
録
さ
れ
て

い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
そ
の

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
方
は
、
保
護
命
令
の
申
立
て
に
関
し
口
頭
弁
論
若
し
く
は
相
手
方
を
呼
び
出
す

審
尋
の
期
日
の
指
定
が
あ
り
、
又
は
相
手
方
に
対
す
る
保
護
命
令
の
送
達
が
あ
る
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

民
事
訴
訟
法
第
九
十
一
条
第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
事
件
に
関
す
る
事
項
の
証
明
）
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第
十
九
条
の
三

保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
件
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
当
該
事
項
を
証
明
し
た
も
の
を
交
付
し
、
又
は
当
該
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
裁
判
所
書
記
官

が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
事
項
を
証
明
し
た
も
の
を
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
て
そ
の
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
そ
の
他
の
最
高
裁
判

所
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
手
方
に
あ
っ
て
は
、
保
護
命

令
の
申
立
て
に
関
し
口
頭
弁
論
若
し
く
は
相
手
方
を
呼
び
出
す
審
尋
の
期
日
の
指
定
が
あ
り
、
又
は
相
手
方
に
対
す
る
保

護
命
令
の
送
達
が
あ
る
ま
で
の
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
民
事
訴
訟
法
の
準
用
）

第
二
十
一
条

こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
に
関
し
て
は
、
そ
の
性
質
に
反

し
な
い
限
り
、
民
事
訴
訟
法
第
一
編
か
ら
第
四
編
ま
で
の
規
定
（
同
法
第
百
三
十
二
条
の
十
三
の
規
定
を
除
く
。
）
を
準

用
す
る
。
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第
二
節

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置

（
手
続
費
用
額
の
確
定
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
第
百

九
十
七
条
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
「
改
正
後
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

民
事
訴
訟
法
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
準
用
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後

に
開
始
さ
れ
る
保
護
命
令
の
申
立
て
に
係
る
事
件
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
改
正
後
保
護
命
令
事
件
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
保
護
命
令
に
関
す
る
手
続
の
費
用
の
負
担
の
額
を
定
め
る
申
立
て
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。

（
期
日
の
呼
出
し
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
九
十
四
条
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
期
日
の
呼
出
し
に
つ
い
て
適

用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
保
護
命
令
の
申
立
て
に
係
る
事
件
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
改
正
前
保
護
命
令
事
件
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
期
日
の
呼
出
し
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
送
達
報
告
書
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
条
第
二
項
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
送
達
報
告
書
の
提
出
に
つ
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い
て
、
適
用
す
る
。

（
公
示
送
達
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
十
一
条
か
ら
第
百
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
公
示

送
達
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
公
示
送
達
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
立
て
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
七
章
の
規
定
（
準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
二
条
の
十
三
の
規
定
を
除
く
。
）

は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
三
十
二
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
申
立
て
等
に
つ
い
て
適

用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
申
立
て
等
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後

も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
釈
明
処
分
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
提
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
釈
明
処
分
に
よ
る

電
磁
的
記
録
の
提
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
釈
明
処
分
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
提
出
に
つ
い
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て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
口
頭
弁
論
調
書
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
六
十
条
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
口
頭
弁
論
調
書
の
作
成
、
記

録
及
び
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
に
係
る
証
明
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
口
頭

弁
論
調
書
の
作
成
、
記
載
及
び
口
頭
弁
論
の
方
式
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
に
係
る
証
明
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
六
十
条
の
二
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
口
頭
弁
論
調
書
の
更
正
に
つ
い
て
適

用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
口
頭
弁
論
調
書
の
更
正
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
尋
問
に
代
わ
る
書
面
の
提
出
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
二
百
五
条
第
二
項
及
び
第
二
百
十
五
条
第
二
項
（
準
用
民
事
訴
訟
法
第
二
百
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
証
人
の
尋
問
に
代
わ
る
書
面
の

提
出
又
は
鑑
定
人
の
書
面
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
代
わ
る
意
見
の
陳
述
の
方
式
若
し
く
は
鑑
定
の
嘱
託
を
受
け
た
者
に
よ
る

鑑
定
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
適
用
す
る
。
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（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
に
係
る
証
拠
調
べ
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
は
、
改
正
後

保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
に
係
る
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命

令
事
件
に
お
け
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
に
係
る
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
電
子
決
定
書
の
作
成
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
百
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
準
用
民
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
二
条
及
び
第
二
百
五

十
三
条
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
電
子
決
定
書
の
作
成
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に

お
け
る
決
定
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
申
立
て
の
取
下
げ
が
口
頭
で
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
期
日
の
電
子
調
書
の
記
録
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

準
用
民
事
訴
訟
法
第
二
百
六
十
一
条
第
四
項
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
申
立
て
の
取
下

げ
が
口
頭
で
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
期
日
の
電
子
調
書
の
記
録
に
つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
お
け
る
申
立

て
の
取
下
げ
が
口
頭
で
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
期
日
の
調
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
事
件
に
関
す
る
事
項
の
証
明
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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第
十
三
条

改
正
後
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
十
九
条
の
三
の
規
定
は
、
改
正
後
保
護
命
令
事
件
に
関
す
る
事
項
の
証
明
に

つ
い
て
適
用
し
、
改
正
前
保
護
命
令
事
件
に
関
す
る
事
項
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
接
近
禁
止
命
令
等
の
申
立
て
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条

第
二
号
施
行
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
配
偶
者
暴
力
防
止
法
第
十
二
条
第
三
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
記
載
し
た
書

面
」
と
、
「
第
五
十
三
条
第
一
項
又
は
第
五
十
九
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
第
一
項
」
と
す
る
。
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